
第48回日本集中治療医学会学術集会＜Time Schedule＞
2021年02月13日(土)　第２日目 凡例： ライブ配信のみオンデマンド配信なし 同時通訳予定セッション 専門医共通講習予定セッション 救急科領域講習予定セッション

第1会場

第2会場

第3会場

第4会場

第5会場

第6会場

第7会場

第8会場

第9会場

第10会場

第11会場

第12会場

第13会場

12:30-13:30
ランチョンセミナー18

「人工呼吸器非同調と換気モード」
共催：フクダ電子株式会社

13:40-14:10
教育講演24

「
健康的な職場
環境が看護のパ
フォーマンスを変え

る-AACN
Healthy Work
Environment」

18:00-18:30
ここだけはセミナー

21
「
利尿薬：使うタ
イミングと何をつか

う」

16:30-17:30
国際発信力

強化スペシャルプログラム
「
COVID-19関連凝固異常と

血栓症−日本の視点と海外の視点
−」

共催：一般社団法人日本血液製
剤機構

17:40-18:30
Pros & Cons10


「急性肝不全における血液浄
化法を考える」

8:30-9:00
ここだけはセミナー

15
「
腸管免疫を知ろ

う」

9:10-9:40
ここだけはセミナー

16
「人工呼吸器設

定の考え方」

9:50-10:20
ここだけはセミナー

17

「血液ガス・酸塩
基平衡の基礎」

10:30-11:00
ここだけはセミナー

18

「開心術直後を
安定に導く観察と
ケアのポイント」

13:40-14:10
ここだけはセミナー

19

「今こそ！ 窒素バ
ランスを極める」

14:20-14:50
教育講演27


「非常時における
人工呼吸器の運

用」

15:00-15:30
ここだけはセミナー

20

「今から使えるCT
画像診断のコツ」

15:50-16:30
TSCCM理事長講演

「
Important strategy
of TCCM for

preparing coming
future ICU」

8:30-9:10
国内招請講演3

「
人生の最終段階に関
する２つの厚労省ガイド
ライン―ACPの推進」

9:30-11:00
ワークショップ8

「
集中治療に必要な内分泌の基礎知識とクリーゼへの対
応」

11:10-11:50
国内招請講演4

「
ICU における持続脳
波モニタリング」

12:30-13:30
ランチョンセミナー19


「本邦でのECPR・TTMの現状」
共催：アイ・エム・アイ株式会社／株

式会社メディコン

14:00-15:30
ワークショップ9


「臨床研究の書き方・教え方；
僕のやり方見せます！」

15:40-16:10
教育講演26

「データAI研究の
最前線」

14:20-14:50
教育講演 25


「見直そうあなたの
経腸栄養の投与
法 速度規定型か
ら容量規定型へ」

15:00-16:30
パネルディスカッション18


「空腸十二指腸留置の方法を模索する」

8:30-10:00
パネルディスカッション16

「
患者の訴えを聞く-ICUでの症状マネジメント」

10:10-10:40
教育講演 23


「患者の意思を治
療・ケアに反映し
続けるために」

10:50-12:20
パネルディスカッション17

「集中治療で働く看護師のキャリア形成
-自分らしいキャリアビジョンを描こう」

8:30-10:00
パネルディスカッション15


「神経集中治療〜脳と全身管理のコラボレーション」

10:10-10:40
教育講演21


「急性膵炎診療
ガイドライン

2021：何がどう
変わったか？」

10:50-11:20
教育講演 22


「重症外傷に対す
るDamage
Control

Resuscitation
& Surgery」

12:30-13:30
ランチョンセミナー17

「昭和大学病院における遠隔集中治
療Tele-ICUの効果」

共催：株式会社フィリップス・ジャパン

14:00-14:50
Pros & Cons9

「
重症頭部外傷に脳低温療
法は有効か？」

15:00-16:30シンポジウム27

「集中治療看護と研究

〜臨床実践と研究のコラボレーション」

16:00-17:00
アフタヌーンセミナー

「
EEG Monitoring in
Neurocritical Care:Up to

Date(仮)」

8:30-10:00
パネルディスカッション14

「
COVID-19に対する早期リハビリテーション～この経験
を第2波・第3波に活かす～」

10:10-10:40
教育講演18
「
Pulmonary
ECMO(V-V

ECMO)の基本と
患者管理」

12:30-13:30
ランチョンセミナー16

「医療ビッグデータからみたAN69ST
膜(sepXiris™)の予後改善効果と

将来の展望」
共催：バクスター株式会社

14:00-15:00
ワークショップ7

「
重症COVID-19患者の鎮痛・鎮静
～私はこうしてきた」

15:10-15:40
教育講演19


「主要臨床医学
雑誌への挑戦」

15:50-16:20
教育講演20

「
抜管後の摂食
嚥下機能評価と

看護ケア」

8:30-9:30
教育講演13

「
脳死下臓器提供の注意点と厚労
省研究班の取り組み～法的脳死判

定から家族支援まで～」

9:40-10:40
教育講演14


「小児重症頭部外傷の急性期治療
ガイドラインー日米比較と改訂の要

点」

10:50-11:50
教育講演15


「集中治療医のための急性中毒アプ
ローチ」

12:30-13:30
ランチョンセミナー15


「ICUにおける抗菌薬の適正使用」
「ICUにおけるMRSA感染症の治療

戦略」
共催：MSD株式会社

13:40-14:40
教育講演16

「
若手神経集中治療医のためベッド
サイドでの神経のみかた」

14:50-15:50
教育講演 17

「
熱傷患者における感染対策」

18:00-19:30
シンポジウム 25

「
敗血症対策を究める：
Japan Sepsis Allianceの挑戦」

8:30-10:00
パネルディスカッション11

「
小児心臓外科術後管理へのこだわり～循環作動薬の
選択、これだけは譲れない！～」

10:30-12:00
パネルディスカッション12

「
COVID ECMOの総括」

12:30-13:30
ランチョンセミナー14

「患者予後改善を見据えた鎮静管
理の推進」

共催：ファイザー株式会社

13:40-14:10
教育講演12


「ここに注目！先
天性心疾患の術
後管理に活かす
術前情報の読み

方」

14:20-15:50
シンポジウム26

「
新生児の先天性心疾患術後管理の基本」

16:00-17:30
パネルディスカッション13


「小児感染症診療は苦手ですか？
集中治療領域における小児感染症診療」

8:30-10:00
シンポジウム23


「集中治療ができる臨床工学技士とは？」

10:10-11:40
シンポジウム 24


「心原性ショック管理への挑戦」

12:30-13:30
ランチョンセミナー13

「
救急・集中治療領域におけるIL-6
の新展開」

共催：ロシュ・ダイアグノスティックス株
式会社

13:40-14:40
教育講演10

「
集中治療医が知っておくべきSHDへ
の最新治療手技」

「集中治療医が知っておくべきSHDI
周術期の心エコー図評価法」

14:50-16:20
パネルディスカッション10


「PICS予防とICU退室後のリハビリテーション」

16:30-17:00
教育講演 11

「ICUで漢方

薬？」

15:20-16:50
シンポジウム 19
「
敗血症性DIC

～我々はこう考えこう治療している～」

17:30-19:00
シンポジウム20

「
The Effect of Body Temperature Control on
Brain Injury」

8:30-10:00
シンポジウム21

「
集中治療室に求められる医療安全体制　医療情報シ
ステムの発達と多職種連携」

10:30-12:00
シンポジウム22

「
日本版敗血症ガイドライン2020；感染の診断・感染
源のコントロール・抗菌薬を知る」

12:30-13:30
「ランチョンセミナー12

「
最新の肺保護換気戦略」
共催：コヴィディエンジャパン株式会

社

14:00-15:30
パネルディスカッション8


「薬剤耐性時代における抗菌薬適正使用〜耐性菌時
代における最新検査の使い方〜」

15:40-17:10
パネルディスカッション9

「
重症呼吸不全COVID-19疑似症対策～各施設の取
り組み」

17:20-18:50
ワークショップ6

「
集中治療における下痢対策を極める」

8:30-9:10
海外招請講演6
「
ICU Delirium
Prevention and
Treatment via a
Multidisciplinary

Approach」

9:20-10:00
海外招請講演7


「Neurocritical Care
Approach for the

Young
Intensivists:Modern
, Multimodal Neuro

Monitoring: The
Future is Now」

10:10-10:50
海外招請講演8


「Determination of
Brain Death/Death

by Neurologic
Criteria」

11:00-11:30
教育講演9

「
集中治療領域
におけるDIC」

12:30-13:30
ランチョンセミナー11

「
救急・集中治療領域における脳循
環モニタリングの有用性」

共催：マシモジャパン株式会社

13:40-15:10
シンポジウム18


 「一歩進んだPICS予防対策：チーム医療、栄養管
理、早期リハビリテーション」

19:00-20:00
イブニングセミナー4


「神経集中治療における自動瞳孔計
の臨床的有用性」

「瞳孔からみえる神経集中治療」
共催：アイ・エム・アイ株式会社

8:30-10:00
シンポジウム14

「
REMAP-CAP」

10:30-12:00
シンポジウム15

「
Post-COVIDの国際交流；
それでも国際学会に参加したい！」

12:30-13:30
ランチョンセミナー10


「薬剤耐性時代における迅速遺伝子
検査を活用した敗血症診療」
共催：株式会社日立ハイテク

13:40-14:40
委員会企画 2

「
JSSCGの舞台裏：アカデミックガイ
ドライン推進班が本音を語ります」

15:30-17:00
シンポジウム16

「
神経集中治療関連ガイドラインを読み解く」

17:10-18:40
シンポジウム17


「黒船来航？ICUにおける
新しいエビデンス創出法を提案します」

8:30-10:00
シンポジウム10

「
PICS-Fのケアの現状と課題」

10:30-12:00
シンポジウム11


「日本版敗血症ガイドライン2020；栄養療法・血糖管
理・ストレス潰瘍対策を知る」

12:30-13:30
ランチョンセミナー9

「NIRSの臨床的有用性　～All in
One Systemによる循環管理～」

共催：エドワーズライフサイエンス株式
会社

13:40-15:10
シンポジウム12

「
日本版敗血症ガイドライン2020；呼吸・AKIを知る」

15:20-16:00
国内招請講演2

「
臨床試験データの統計
解析の現状」

16:10-17:40
シンポジウム13

「
日本版敗血症ガイドライン2020；補助療法（グロブリ
ン・輸血・体温)を知る」

7:20-8:20
モーニングセミナー


「日本版敗血症診療ガイドラインへの
挑戦！ ～本邦でのたんぱく質投与の

最前線～」
共催：ネスレ日本株式会社

8:30-10:00
パネルディスカッション6


「わたしはこうやって集中治療医を増やします
各施設からの提案と制度・試験委員長の報告」

12:30-13:30
ランチョンセミナー8

「
敗血症重症化におけるNeutrophil
Extracellular Traps (NETs)とグリ

コカリクス障害の関与」
共催：株式会社JIMRO

13:40-15:10
パネルディスカッション7


心不全パンデミック時代の集中治療
「心不全パンデミックに対峙するには」

16:00-17:30
国際シンポジウム


「Japanese Intensive Care Research Group
(JICRG)

学会主導の多施設共同研究、国際連携による共同研
究の推進に向けて」

19:00-20:00
イブニングセミナー3

「敗血症診療の新たな潮流　～新型
コロナウイルス感染症例の経験をふま

えて～」
共催：シスメックス株式会社

16:00 17:00 18:00 19:00 20:0010:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00

10:30-12:00
シンポジウム9


「Determination of Brain death / Death by
neurologic Criteria. The World Brain Death

Project」

会場名 6:00 7:00 8:00 9:00 21:00
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共 領

ライブ配信のみ

ライブ配信のみ

ライブ配信のみ

ライブ配信のみ

ライブ配信のみ
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